








その他のタイトル <1> Chugoku kindai shisoka ryo keicho to chin







団体として、台北青年会（1923 年 7 月 30 日創立）、美麗也会（基隆市、1926 年 5 月 6 日）、
通霄青年会（1925 年 10 月 3 日）、炎峰青年会（1924 年 10 月 28 日）、大甲日新会（1926 年 1































京：龍溪書舎復刻版、1973 年）166 ～ 167 頁。
 14 葉榮鐘『日拠下台湾政治社会運動史（下）』（台北：晨星出版、2000 年）365 ～ 366 頁。
 15 陳文松「伝統士人から『近代青年』までの文化交錯と転換──『不倒翁』洪元煌と草屯碧山吟社」（『臺





































運動史（上）』34 ～ 35 頁）。




 18 「追懷劉壯肅公」（『詩稿』）第 116 首。
 19 岳飛（1103 ～ 1142 年）は南宋の抗金名将である。「満江紅」という詩は、彼が故国を回復し異族を
駆逐しようとする志を表現している（龔延明『岳飛評伝』南京大学出版、2001 年、374 頁）。
 20 「満江紅」（『詩稿』）第 169 首。
 21 同じ草屯出身の作家張深切の記憶によれば、洪元煌は若くして髪が白くなり、20 歳の頃から白髪頭
だったため、皆から「白頭殻仔」というあだ名をつけられていた（張深切著、陳芳明・張炎憲・黃英
哲編『張深切全集　巻 2　里程碑（下）』台北：文經社、516 頁）。ここでいう「白頭殻仔」は台湾原









 23 梁啓超が台湾知識分子に与えた影響に関しては、葉榮鐘著『日拠下台湾政治社会運動史（上）』第 1



































　「趣旨書」は B5 判・11 行の手書きの複製品であり、全部で 4 枚ある。注目すべきは、





 24 王詩琅「台湾民族運動史」（『華学月報』第 7 期、1972 年 7 月 1 日）36 頁。
 25 駒込武「抗日運動における教育要求と総督府の教育政策── 1920-1930 年代台中州草屯庄の事例を中
心に」『日拠時期台湾史国際学術研討会論文集』（台湾大学歴史学系、1993 年、415 ～ 442 頁）、陳文
松「洪元煌の抗日思想──ある〈台湾青年〉の活動と漢詩」（『日本台湾学会報』第 9 号、2007 年、
67 ～ 92 頁）。




































峰青年会趣意書」）。「青年に告ぐ」は 1923 年 9 月の『台湾民報』に全文転載されている（陳独秀「敬
告青年」『台湾民報』第 7 号、1923 年 9 月 1 日）。
 31 野村浩一『近代中国の思想世界』4 頁。












　「会則」は 15 条から構成されている。第 2 条は、入会会員が満 18 歳以上であることを
規定し、学歴と性別などには制限を設けていない。言い換えれば、通学範囲を境界にし公
学校の卒業生を主な対象とする官製青年団と異なり、炎峰青年会は学区を分けず草屯庄の





























 34 現在確認できる女性会員は林金釵だけである（前掲『張深切全集　巻 1　里程碑（上）』278 頁）。林
金釵は草屯公立学校の第 3 回卒業生である（草屯国民小学『創立七十週年紀念同学録』同小学出版、
1970 年、1 頁）。
 35 「草屯炎峰青年会設立」（『台湾民報』第 2 巻第 25 号、1924 年 12 月 1 日）。
 36 李承機「台湾近代メディア史研究序説──植民地とメディア」（東京大学大学院総合文化研究科地域
文化研究専攻博士論文、2004 年）144 頁。
